
■翻訳する努力■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 279 号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mail と Facebook で松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

名刺交換した方や、突然思い出した方にもお届けしますので、ご迷惑であればお知らせください。 

できれば勤務先でなく、個人のアドレスにお届けしたいので、ご連絡ください。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：ローカルリパブリックアワード 2020 受付開始  

 

「ローカルリパブリックアワード」とは、地域を単なる行政区画ではなく、生活やビジネス、娯楽などが活発に

営まれる「暮らしの場」となることを目指す自由なチャレンジを称賛し、応援するイベントです。 

3 回目を迎える今年は、新型コロナウィルスの蔓延によって開催が危ぶまれましたが、むしろ「今年こそやるべ

き」という機運が高まって、開催を決定しました。 

 

このイベントを主催する、一般社団法人地域社会圏研究所を立ち上げた山本理顕さんと僕は、一年前に出会った

ばかりなんですが、「土地や事業の永続化を可能にする非営利型一般社団法人こそが、これからの地域づくりに

不可欠な担い手となる」という僕の主張に、強くご賛同いただきました。 

そのご縁で、地域社会圏研究所の事務局長をお引き受けしたところ、このイベントのお手伝いからも逃げられな

くなりました。 

 

とはいえ、僕がサポートしている様々なチャレンジの中には、多くの地域起業や地域づくりが存在します。 

このアワードの優勝賞金 200 万円は、条件だらけの助成金でなく、自由に使うことができるので、皆さんが応募

して下さるよう、お知らせしたいと思います。 

 

今後の予定は・・・ 

8 月 27 日 募集開始 

9 月 27 日 シンポジウム（昨年度最優秀の現地で開催します） 

10 月 18 日 応募締め切り 

10 月 25 日 一次審査 

11 月 7 日 最終公開審査会 



 

このメルマガだけでなく、個別のお誘いも致しますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

今年度のご案内 https://localrepublic.jp/ 

2018 年度の記録 https://localrepublic.jp/2018/ 

2019 年度の記録 https://localrepublic.jp/2019/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログから：翻訳する努力 

 

先日「鎌田鳥山（かまたとりやま）」という古民家料理店で、ささやかな勉強会を開催した。 

この古民家活用をサポートする建築家の O さんのお招きで、非営利法人を活用した土地の永続活用スキームに

関する僕の自論を聞いていただいた。 

参加者の中に、日本の田舎で空き家活用に取り組む外国人の方がいらしたので、彼らに僕は次の質問を投げかけ

た。 

「僕が税務署で学んだのは、土地はお金で無いことと、利益は単なる剰余金のことの２点でした。英語で利益を

プロフィット(profit)と言うけれど、剰余金のことは何というんですか？」 

すると、アメリカ人の A さんが「プロフィットとはむしろ剰余金のことで、利益はベネフィット(benefit)の方が

ふさわしいです。」と、答えてくれた。 

確かに辞書を引いてみると、「プロフィット(profit)：利潤、採算、儲け」に対し、「ベネフィット(benefit)：恩恵、

利得、効用、良いこと(good)」とあり、僕は A さんの説明に深く頷いた。 

・ 

翻訳（ほんやく、英語: translation）とは、言語において、A という形で表現されているものを、その意味に対

応する B という形に置き換える行為をさす。 

ここで言う「対応」とは、「同じ物事」という意味なので、そこに対象物が有れば、それを意味する別の言葉に置

き換えることと言ってもいい。 

例えば、富士山を指して「山」と言えば、英語の「マウンテン(mountain)と翻訳できるし、そこに流れる清流を

「川」と言えば、「リバー(river)」となる。 

だが、「富士山」と言うと、「富士マウンテン（Fuji Mountain）」となってしまい、富士の部分は置き換えられな

い。 

つまり「意味」とはそのもの自体(固有名詞)を指すのでなく、その性質や分類(普通名詞)を示しており翻訳できる

のはあくまで「意味の範囲」ということになる。 

・ 

それでは、山の意味とは何だろう。 

山という言葉には様々な意味が込められているが、それは対義語や反対語を考えることであぶりだすことができ

る。 

山の対義語としては、山⇔野、山⇔谷、山⇔海などがあげられるが、広いすそ野の中にそびえたつ富士山なら、

山⇔野の山に思える。 

さらに、英語の山には mountain（山）、pile（山積み）、peak（頂上）などの類語がある。 

野、谷、海など自然の情景が並ぶ日本語に対し、英語は山の形状や部位などを言い分けているが、これらの意味

が日本語だと同じ言葉になる。 

また、登山に関する言葉になると、ハイキング、ピークハント・ピストン、トレッキング、クライミングと、い



きなりカタカナ（外来語）のオンパレードになる。 

これも、日本特有の翻訳と言っていいだろう。 

・ 

今日の僕が、言葉の意味にこだわるのは、その曖昧さが会話を成立させないからだ。 

相手に何かを伝えるためには、伝えたいことを相手が意味を理解できる言葉に翻訳する必要がある。 

先日僕が、アメリカ人に「非営利の意味」を伝えることができたのは、利益と利潤の違いを英語に翻訳すること

ができたからだ。 

そしてさらに興味深いのは、周囲の日本人もそのやり取りを聞くことで、同様に理解できたこと。 

この時僕は、翻訳の必要性に気が付いた。 

日本人同士だからこそ、言葉が通じているという慢心と錯覚から抜け切れず、相手の理解を疑わず確認を怠って

しまう。 

話の後、「わかりましたか？」と尋ねても何の質問も無ければ、それは理解できたからでなく、質問すら思いつか

ない不理解だ。 

・ 

先ほどのプロフィットとベネフィットは、辞書で見ると多くの意味が重複している。 

だが、日本語の「利益」という言葉に「利潤や儲け」も含まれているとすれば、この重複は英語でなく日本語側

の問題かもしれない。 

そこで、あえて重複しない部分を抜き出して並べたものが、先ほどの比較だ。 

つまり、日本語の利益と剰余金の意味の違いを、英語を介して知ることができたことになる。 

このことは、明らかに翻訳のメリットと僕は思う。 

２つの言葉を混同して、利益＝利潤＝良いこと･･･という解釈が生まれてしまう現状に対し、問題を提起するに

は翻訳が欠かせない。 

これからも僕は、たとえ相手が日本人であろうとも、使う言葉が日本語であっても、「相手にわかる言葉に翻訳す

る努力」を忘れないようにしたいと思う。 

 

http://nanoni.co.jp/20200830/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い 

ぼちぼち面談を再開しますが、もちろんリモート面談も歓迎です。 

凡例 ■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 

○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

   ◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

   ●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

   ★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

   △同席不可：予定の前後は面談可能です。 

   ▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（月）08/31 ■◎作業日 10-21 時（自宅） 

 20-22 時 ■地域起業の始め方 2_2（リモート） 



（火）09/01 ■◎作業日 10-21 時（自宅） 

（水）09/02 ■◎作業日 10-21 時（自宅） 

   16-17 時 ▲ユニホーA さん（青葉台） 

（木）09/03 ■◎作業日 10-21 時（自宅） 

（金）09/04 ■◎作業日 10-21 時（自宅） 

（土）09/05 ■〇作業日 09-17 時（笑恵館） 

 10-17 時 ■○まつむら塾（笑恵館） 

（日）09/06 ■◎休業日 10-18 時（自宅） 

 

■その後の予定 

09/08 10-12 時 ▲HFA 定例会議（渋谷） 

09/10 14-16 時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

09/10 16-17 時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

09/10 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

09/11 10-11 時 ★蕗の庭（蓮沼） 

09/11 19-21 時 ■カプラー起業交流会（リモート） 

09/12 10-17 時 ■○まつむら塾（笑恵館） 

09/17 10-20 時 ★なるほどデイ・完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

09/19 10-17 時 ■○まつむら塾（笑恵館） 

09/23 13-15 時 ▲松本国際高校評議員会（松本） 

09/26 10-12 時 ■○まつむら塾（笑恵館） 

09/27 10-14 時 ★名栗の森オーナーシップクラブ 9 月例会（飯能） 

 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

メール配信をご希望の方はこちら 

http://land-resource.us10.list-manage.com/subscribe… 



フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 


